
都 市 と 人 間

人間 に とって都市 とは何 か (2)

岩 男 耕 三

一 都 市 の 起 源(承 前)

人類が史上はじめてaそ れ まで存在 しなか った新 しい社会生活の単位(社 会

形態)と しての都 市 を形成 した ことは,そ れが社会 の構造 と人 間の生活 に根本

的な変化 をもたらし,そ の後 の歴史 に も大 きな影響 を与 えてきたことからみ

て,き わ めて画期 的な事件 であ った。そのような都市は,い つ どの よ うな契機

を もって生誕 したのか。又,そ の後今 日にいた るまで,こ の都市 を都 市た らし

めて きた ものは何か。
1}

前稿では,こ うした都市 の起源 につ いて,世 界で最 も早期 に これ を現 出 した

とされるメソポタ ミアの場合に探 ってみた。

本稿ではそれを受けて,以 下,日 本列島 の場合 につ いて解明 を試みる。

最近20年 余にわたって,日 本列島各地でおびただ しい量の古代遺跡の発掘

調査が実施 され,当 時の村び との生活や集落の構造,そ の歴史的変遷 につい

て多 くの事実が明 らかにされてきた。 それは一面,戦 後各地での開拓や,60

年代以降全国的に展開 した地域開発が発見の きっかけをつ くった とい う偶然

によるとはいえ,他 方では,戦 前の神話 による古代史にあらためて科学の光

をあてたい とい う強い期待に支 えられた ものであった。 また歴史的関心 につ
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いては とくに,畿 内か九州か という卑弥呼をめ ぐる邪馬台国論争にもかかわ

りがあったであろう。1990年12月,新 聞紙上 をにぎわして一種のブームをま

ねいた北九州の吉野 ケ里遺跡での新 しい発見 もそのひ とつであった。

以下小稿では,都 市の起源について,戦 後考古学の分野で行われた発掘 と

議論 を検討す ることにす る。

吉 野 ケ 里 遺 跡

初めに吉野ケ里(環 濠集落)遺 跡発掘調査の経緯 と,と くにその 「弥生都市」
2)

論に注 目して,研 究の成果 と論点を,高 島報告 をもとに整理 してみよう。
せ ふ り

吉野ケ里遺跡 は,脊 振 山地の南に福 岡 ・佐賀両県にまたがってひろがる筑

紫平野の中央部の,な だらかな低丘陵地一帯 に散在する遺跡群である。 これ

までに発掘の手が加 えられた部分が40ヘ クタールにおよぶ弥生時代最大の環

濠集落 とされ る上,弥 生時代全600年 にわたって継続的に期を重ねて発展 して

いるため,次 の古墳時代へのつなが りをもふ くめて,こ の時期の 日本列島に

おける集落の発展 を跡づける情報をもつことでも貴重な遺跡である。その存

在が確認 された1935年 の時点ですでに 「邪馬台国」 との関連が注 目されてい

たが,1953年 の水害復 旧工事 を契機に以後,大 規模な環濠遺構や堅穴住居,
かめかん

高床建物 の遺跡,100基 を こ え る甕 棺 墓 な どの 他,多 数 の人 骨,副 葬 品 な どが

発 見 され て,90年 ご ろ まで に はほ ぼ そ の全 貌 を知 るこ とにな った。

さて この大規模集落 は,弥 生 時 代 初 期 に,墳 墓 ・倉 を と もな った2～3の

堅穴 住 居 群 で構 成 され る集 落 としてあ らわれ る。 そ こでの稲作農耕 は 「縄 文

時代晩期後半(前5～ 前4世 紀)」 に成 立 した もの で,イ ネ の ほか ム ギ,ア ズ

キ,リ ョク トウ,ソ バ,そ の 他 な どの栽 培種 をふ くみ,さ らに家 畜 と して の

ブ タ もみ られ る ところか ら,弥 生 時 代 初 期 に すで に水 稲 ・畑 作物 ・家畜 を一

体 とす る複合 的農耕 が行われ ていた こ とを示 してお り,報 告 は と くに この点

に注 目 した 。 これ は,そ の後 の列 島社 会 の文 化 の基 層 とな った もので あ り,

この 農業 経 営構 造 が,こ の地 域 に 「きわ め て短 期 間 に政治 的社 会 を形 成」 さ
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せた ものであるとみる。すなわち,(豊 かな生産力を基礎にして)こ うして形成

された集落 はやがて分村するにいたるが,こ の過程で現れる 「有力な親族集

団」は,環 濠 をそなえて他の集落 を統合す るようになる(こ れは首長の成立を

意味するのであろう)。この統合の構造はしたがって,「縄文時代以来の氏族的

社会 を解体 して成立」 したのではな く,そ の連続の中で,基 礎構造 をひきつ

いで成立 した ものとみられるのである(報告のこの部分は難解である。氏族的社

会の基本枠の中での分村といえば,か つて農村社会学で議論されてきた 「本家 ・分

家の家連合」 としての同族を連想させるが,も ちろんそれとはレヴェルが異なる

し,他 方i政 治的社会の形成とは一一般には階級分化による支配関係の形成 と解され

るが,こ の点にも説明のほしいところである)。

ところで他方,弥 生時代前期には,こ こではすでに青銅器 の鋳造が行われ

ていた とみられ,丘 陵南部の1地 区では,ブ イゴの羽口(送 風口},ル ツボな

ど青銅器鋳造関係の資料が出土 して,こ れにたず さわ る専門工人が出現 した

ことを示 している。 ところが,玄 界灘沿岸地帯にはこの時期 には鋳型 は出土

しない。 これ までのところ,青 銅器 ・鉄器 は西アジアで発明されて日本へ伝

えられた とされてお り,直 接 には大陸か ら伝わった ものであろう。ならばな

ぜ,朝 鮮半島に対面 している玄界灘沿岸地帯でな く,長 崎県をまわ りこんだ

佐賀平野 に伝 えられたのであろうか。

報告は,新 しい専門工人ないしはその製作技術がある社会 に受け入れ られ

るためには,そ の社会が一定程度成熟 して,そ れ自身分業体制へ と移行す る

だけの準備ができていることが必要であるが,そ の成熟度の違いが吉野ケ里

集落に青銅器鋳造 を現出させたのだ と説明する。つまりそこでは,内 在的 に

共同体分解(専 門分化)の 準備が進みはじめていた ということであろう。

この報告は,弥 生時代の吉野ケ里 に都市の萌芽 を見 ようとするものである

が,分 業の発展は村落の都市への転化の重要なファクターであ り,そ の限 り

で この説明は有効である。 それは,報 告のいう吉野ケ里における 「自然発達

的な」古代社会の変化が,専 門工人ないしはその技術 を定着 させた ことを,

ll4国 際経営論集No.91995



「弥生社会の構造か ら理論的に説明する」のに成功 しているといえよう。

さて,弥 生時代中期前半(前1世 紀)に なるとここではs一 般成員のそれ と

は際だって異なる墳丘墓が出現す る。吉野ケ里遺跡の北 につ くられた墳丘墓

の被葬者は,そ の副葬品などか らも,首 長 ・祭事者など特定の身分であるこ

とが推察 され,さ らにその墓前では一般 に くらべてはるかに大規模な祭事が

行われた ことも認 められている。

このような墳丘墓の出現を,そ れでは,吉 野ケ里環濠集落が 「小規模 な農

耕集落か ら,地 域的な政治的統____.社会(ク ニ)が 成立 した段階の地域的拠点 と

しての大規模 な集住集落(す なわち,日 本における自然発達的な都市)」に転化す

る過程の中にどう位置づ けることができるだろうか。報告は,こ こにはじま

った大規模 な祭事はやがてs「魏志倭人伝に記 された卑弥呼の鬼道に一部通 じ

て」い くものであ り,逆 にいえばそれは,後 の前方後円墳な どの首長墓の祭

事の思想の成立 を示す ものであるという。さきに見たところの,「 自然発達的

な」社会変化による村落構造の変化(都 市の形成)は,そ の後の展開をみるこ

とがで きず,こ うして,い わゆる政治都市の生成 をあらためて確認すること

になったのである。

以上,吉 野ケ里遺跡の大規模 な発掘調査報告の要点 を整理 し,か つ一部紹

介者(岩 男)の 意見 をも添 えなが ら紹介 したが,正 確 を期するために,こ こで

一一応報告者自身の要約 を引用 してお こう
。

「吉野ケ里遺跡では,農耕社会が成立し拡大していくなかで,弥 生時代中期前

半までにa環 濠・条濠で画する首長層の特定居住区の成立,青 銅器鋳型とその

工房跡にみられる専門工人の出現,墳 丘墓や列埋葬がしめす身分格差 と社会的

地位の顕現化,墳 丘墓前の立柱 と大規模な祭器埋置など,地 域的社会の中核的

機能をもつ集住集落 として,し だいに拡大・発展したことを述べた。弥生時代

中期後半になると,延 長約2.5キ'ロメー トルの外環濠によって防禦された約40

ヘクタールの巨大環濠集落がはじめて成立する」。

これは,こ の環濠集落の最盛期の姿 とみられているが, この時期 には他方,
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「その周辺に衛星的 ともいえる小規模な集落が形成 される。巨大環濠集落

原始的都市 を中心 とした地域社会の確立である」。そして この後,弥 生時

代後期 を通 じて,こ の環濠集落 は 「地域の政治 ・宗教 ・経済的拠点 としての

性格 と機能を一貫 して保持」することになるのである。

ここに見 る 「弥生時代の都市」 は,列 島社会 に育 った自然集落が,地 域の

諸機能(宗 教 ・政治 ・経済など)の 拠点 として成長 した 「自然発達的な都市」

であ り,し たがって高島は,こ こには,「後世の政治的 ・政策的都市!(平 城

京,平 安京など)と はその発生基盤 を異にする 「都市」の萌芽が確認 される,
3)

とす る の で あ る 。

4～7世 紀 の 集 落

5～6世 紀 の列 島社会 で は,首 長居館 と農民集落 が農村 の景観 を二分 してい

た。両者には歴然 とした較差がみ られy「 あたか も大地 の一部 と化 したかのよ

うな多数の農民集落」にたいして,濠 や塀で 囲 まれ た少数 の首長居館 は,農 民

か ら隔絶 してい るかの よ うであった。

5～6世 紀の畿内農村の遺跡の発掘調査か ら,広 瀬和雄 は,当 時の村落構
4)

造 をこのように描いた。「あたかも大地の一部 と化 したかのような農村」……

これこそは,ま さにそれを一言でいい当てた ような農村の本質 といっていい

だろう。 ここで検討 された村落遺跡は,さ きに見たような,そ の画期的発見

が新聞紙上をにぎわす ような弥生時代の巨大環濠集落ではな く,堅 穴住居や
ほつたてばしら

掘立 柱 建物(平 地式住居)と 高床式倉庫の組み合わせを基本 とするような,ご

く一般的な古代集落である。い くつかの この ようなケースを次に見 よう。
おおぞの

大阪府大園遺跡 は,5世 紀後半か ら6世 紀末にかけて営 まれた,10万 平方

メー トルのひろが りをもつ集落遺跡で,140棟 の掘立柱建物 と,9個 の集落が

確認 されている。す ぐそばの後背湿地の水田で稲作農耕 を営んでいたが,蛸
ど すい

壼 や土錘 が みつ か って い るので,約1.5キ ロ ほ どの 距 離 に あ る大 阪 湾 で漁 携
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を も営んで いた もの とみ られてい る。

こ さか

同 じく大阪府の小坂遺跡 は5世 紀前半 とみ られ,3棟 の堅穴住居 と1～2

棟の==が 配置 されていた.龍 窯跡群 の一角に位置 し,麓 器やその製作

器具 などが堅穴住居か ら出土 しているので,そ の生産 にたず さわった専門的

工人 とみられるが,農 具 も発見 されているので農耕 も営んでいたと思われる
。

又,6世 紀後半から7世 紀後半にわたる京都府選ケ環遺跡では,雛 濾
いし ふいご

石,鞘 の羽口,鍛 冶道具が出土 してお り,自 給量 をこえる鉄鎌,鉄 騒,鉄 釘

などの製作のあとが確'認されている。

これ らの例 に見 られるように,5～7世 紀 ごろの農耕民 は
,か な り広範 に

手工業や漁業に従事 していた と思われる。上 にみ られたものは農閑期の生産

活動のご く一部 にす ぎないが,い ずれ も専門的技術 ・道具 を必要 とし,「農閑

期だけの専業,つ まり〈農閑期分業〉」として営 まれていた。 しか もこれを首

長が掌握 して,農 民は農業 ・手工業の双方でその剰余 を収奪 されていた とみ

られるのである。

一般 に
,生 活物資や生産手段のすべてを自給できる社会 は,き わめて少な

いと考えねばならない。縄文時代でさえそうであったことが指摘 されている
。

鉄 ・銅 ・金 などの金属資材 をはじめ,玉 類や石器の原材料y塩 などの食料資

源 まで,社 会 はもともと自己の再生産のためになん らかの分業を必要 として

きたと広瀬はいう。ただ,時 代 によってその仕組が異なるのだ
。すなわち,

古墳時代 には縄文時代 と異なって,集 団内 ・集団間二重の分業が展開 し
,そ

して この交流に首長が介在 して流通 と,し たがって集団 とその生活 とをとも

に掌握するにいたったのだ と。

それゆえ,こ うした分業 を1世 紀,2世 紀あるいはそれ以上 もつづけなが

ら,農 村 はほとん ど分解 をおこすことがなかった ことになる。

都市生成の契機 として,と くに強い関心 を集めてきた もののひ とつが,こ

の分業 と,そ して物資の交流,交 易である。

まきむ く

奈良県桜井市の纏向遺跡は,三 輪山の西北のふもと,JR桜 井線の暮筒駅西
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石塚古墳

東田大塚古墳

箸墓古墳

行灯山古墳勉

、、
櫛山古墳,

@辱 谷向[1」古墳

斡 、＼N重轟

lH大 神 神 社

みわ、、

瀬灘

璽
桜井茶臼山古墳

(和 田葦,古 墳 の 時代,小 学 館,1988よ り)

おお た

側の太田集落 を中心にひろがる3～4

世紀の遺跡で,こ のような交易の中心

ということで研究者の注 目を集めた古

代集落のひ とつである。 これにかかわ

る太田,太 田北,そ れに箸中の3集 落

を合わせると,纏 向遺跡 はじつに100万

平方メー トルにもおよぶひろが りをも

つ巨大集落であ り,こ の点だけで もも

はや農村のレヴェルを越えるかにみえ

る。 ここで出土 した土器には,北 は北

陸か ら南は中国地方にまでおよぶ遠隔

地から搬入 された もの(非 在地土器)

を大量 にふ くみ,弥 生時代終末期か ら,

すでに石川,愛 知,和 歌山,山 口から,

ついで南関東,静 岡が加わっているこ

とが分かった。 また大規模 な大溝(運

河)が 検出されているの も,こ の集落 の
5)

特徴であろう。大溝 には北溝 と南溝(い

ずれも幅5メ ー トル)が あ り,西 北流す

る南溝は北溝 に合流 して西南方に流れ,
や ま と はつ せ

大和 川(初 瀬 川)に 流 れ こむ。 そ の 他,
あな し

三輪 山と穴師山の問を西流 して箸中集

落を通 り,大 和川に合流する纏向川が

あ り,こ れ らは当時の盛んな物資の運

搬 を予想 させる。

纏向遺跡の この ような"都 市的"な

特徴(「都市的世界の源初的なもの」)を最
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初 に注 目 したの は,

かおる

寺沢 薫(橿 原考古学

研究所)だ った とさ
6)

れ てい るが,そ の他

の
に も,鬼 頭 清 明,都

8)

出比 呂志などが これ

を論 じていた。

鬼頭 は,4～5世

紀を中心に営 まれた

集落群である天理市
ふ る

の布留遺跡 について,(和 田葦・古墳の時代,小 学館,1988よ り)

発掘 された遺構の中

に運河 も存在するが,こ の集落では祭祀用の玉作 りの遺跡や関連する遺物が

発見 されてお り,ま た,こ こには石上神宮があって古 くからの宗教的拠点で

あった と考えられ る。さらに諸資料か らして 「政治的拠点」で もあ り,「非農

村的要素」をもっていたことが分かる。 これ とな らんで纏向遺跡は,当 時の

一般集落にはない運河をもち
,大 量の遠隔地の土器 を出土 していることか ら,

この時期の交易の大規模な中心地であった とみられ,m般 農村 と同類 に論 じ

られないことを指摘 した。

だが,一 般集落 には見 られない 「非農村的要素」だけで,そ こに 「初源的

な都市」,「端緒 としての都市」(いずれも鬼頭)の 存在 を認 めることがで きるで

あろうか。すでに見たように,内 在的な分業の展開 と結びつかない交易は,

農村構造 た とえば生業の基本 としての農耕 一一を変 えるものではないで

あろう。都市 とは何か,農 村 とはなにかについては別稿 をまたなければな ら

ないが,都 市の 「端緒」,「初源」をそこに見 るためには,そ の端緒が爾後 ど

のように展開するのかについての根拠のある見通 しをもっていなければなら

ないであろう。現状ではわれわれは,そ のための資料 をほ とん ど持たないの
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であ り,鬼 頭 もいうようにそれは今後の課題である。

0般 に都市 をめ ぐる議論 において,今 ひとつ重要なことは,都 市の概念に

ついて共通の内容 をもつ ことは当面難 しいにしても,各 議論の場で,そ れぞ

れの論者 のもつ基本的な規定 を相互に明 らかにすることであろう。列島社会

における都市の起源 についての認識が,大 き くくい違 うことの重要な原因の

ひ とつはここにある。1990年12月,佐 賀県教育委員会の主催で行われたシン
　ラ

ポジウム 『古代国家形成の謎 を追え』における古代都市に関する討論で も,

この弱点は明 らかであった。

一般農村に見 られないいわゆる"都 市的要素"に ついて,宗 教的拠点,政

治的拠点など,全 体社会(政 治的秩序)の 中での機能 が挙 げられるのが通例で

あるのは,上 のことと関連 しているように思われる。M。 ウェーバーが 「アジ
ヘ ヘ

アの都市 は君侯 の要塞 で あ る」(傍 点原 文)と した の も,こ の こ とで あ るが,

こ こで の論 点 を明 らか に して お くために,ア ジア の都 市 につ い て の ウ ェーバ
　　

一の指摘 を,や や 長 くな るが,一 応 ここで確 認 して お こ う。

「アジアの諸都市 は,散 在 的 には存在 してい るか もしれない例外的なケース

を計算に入れない とすれば,今 日知 られて いる限 りで は,お よそ全 く都市 ゲマ
11}

イ ンデでなか ったか,あ るい は萌芽 的な形 で そ うであ ったにすぎないのであ

る。確 かに,ア ジア の諸 都 市 もす べ て市場 を もっていた し,ま た それ ら は
フエス トウンゲン

要 塞で もあった。中国においては,日 本 と異 なって,工 業 や商業 の大所在地

はすべてs小 所在地 は多 くの場合,防 備施設 を施 されていた。エ ジプ ト・近東

アジア・印度においても,商 工業 の所在 地 は同様 で ある。 また同様 に,こ れ ら
へ

の諸国の大商工業地が,特 別 の裁 判 区 をな していた こ とも珍 らしくない。中

国 ・エジプ ト・近東アジア ・印度の諸都市は,常 に,大 政治 団体 の諸官庁 の所

在地 で あった。ところが,正 に この最後 の点 こそ,と りわ け北 ヨー ロッパ にお
ヘ ヘ ヘ ヘ へ

ける初期中世の西洋都市の特徴的類型をなしていなかった点なのである」。

「……けだし,都 市 ゲマイ ンデた りうるため には,少 な くとも比較 的強 度の工

業的 ・商人的性格 をもった定住地であ り,し か もさ らに次の諸標 識が 当て はま
ベフエステイグング

る よ うな もの で な くて はな らない か らで あ る。す な わ ち,(1)防 禦 施 設 を もつ こ

と,② 市 場 を もつ こ と,(3)自 分 自身 の裁 判 所 を もち,か つ 少 な く とも部 分
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フエアバン ト

的 に は 自分 自身 の法 を もつ こ と,(4>団 体 の性 格 を もつ こ と,ま た この こ
アウ トノミ　 アウ トケプアリ　

とと関連 して,⑤ 少 な くとも部分 的 な自律性 と自 首 性 とをもっていること,

す なわ ち,市 民 自身が何 らかの仕 方でその任命 に参与す るごとき官庁 による行

政 をももっていること,こ れ らの諸標識 があて はま らな くてはならない。……

したがって,こ れ らの権利 の担 い手 としての特別の市民身分なるものが,政 治

的意味 にお ける都市 の特徴 をなしていたのである」。

「……けだし,ア ジアの都市 は,通 常 は,そ の国 の高級官吏 や署 ス撰 の住地で

あ り,彼 らの護衛兵 の直接 の監視下 におかれていたか らである。アジアの都市
ヘ へ

は君侯 の要塞」であった。(以 上,傍 点原 文)

わ れ わ れ(日 本)の 都 市 が 果 して(あ るいは どの程度)そ うで あ った か の解 明

は,さ け て通 れ な い,当 面 の大 きな論 点 で あ る。 そ して,こ れ は又,わ れ わ

れ の 社 会 そ の もの の解 明 に も不 可避 の論 点で あろ う。

一一1995
.6.20

注

1)岩 男耕三 「都市 と人間一 一人 間に とって都市 とは何か一一一{1)」(『国際経 営 フ

ォー ラム』第6号1995)

2)高 島忠平 「吉野 ケ里」(『岩波講座 日本通 史 第2巻,古 代1』 岩 波書店,

1993)

3)こ れ まで,「アジアの古代都城 は,農 村 のなか に形成 された専制 君主の宿営地

であ り,農 工未分離 の経済 的構 造の うえにできた余分の胎児にすぎない とみる

べ きであ り,そ の意味で は,こ れ はいかな る点か らも都市 とよぶべきものでは

ない」(狩 野久 『日本 古代 の国家 と都城』東京大学出版会,1990,226ペ ー ジ)

とい うのが広 い共通理解 とされ ているが,高 島報 告 は これ に対 する新 しい提言

といえよう。

4)広 瀬和雄 「考古学 か ら見た古代 の村落」(『岩波講座 日本 通史 第3巻 ,古

代2』 岩波書店,1994)以 下の記述 は本稿 に よる。

5)和 田 葦 『古墳 の時 代』49～52ペ ー ジ(「 大 系 日本 の歴 史2』 小 学 館,
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1988)

6)寺 沢 薫 「纏 向遺 跡 と初 期や ま と政権」(『橿 原考 古学研 究所論 文 集6』

1978)

7)鬼 頭清明 「六世紀 までの 日本列 島一一倭国の成立」57～58ペ ー ジ(『岩波講 座

日本通史 第2巻 古代1』 岩 波書店,1993)

8)都 出比 呂志 『日本農耕 社会の成立過程』岩波書店,1989,492～493ペ ー ジ

弥生 時代 の大規模 環濠集落 は,「集住性 の高 さを示す こと,周 囲 を濠 や土塁 で囲

続す る こと,こ のなか に手 工業生産の工房が存在すること,さ らに物資 流通 の

拠点の役割 を有 している点」などを重視すると,こ れ は単 なる農耕集落 とはい

いが たい,し か し,「 古代 中国の城郭都市 」に比 べ て,「 階級関係,商 工業者 の

成長 が未成熟」 であ り,「 農耕村落 との機能 的分離 が徹底」 していない ことか

ら,「 都市 の萌芽形態 」 に とどまったと,都 出 は論 じている。

9)佐 賀 県教育委 員会編 「吉野 ケ里遺跡 と古代国家』吉川弘文館,1995

10)M.ウ ェーバ ー,世 良晃志郎訳 『都市 の類型学』創文社,1965,42～45ペ ー

ジ

11)Gemeindeの 語 は,(1)国 家 に下属す る多少 とも自治的 な公共団体,と りわ け

「地方公共 団体」,(2)信仰 の共同 に もとつ く「宗教 的団体」,の2つ の意味 に用 い

られ るのが普通 であ り,ウ ェーバーの用語法 も原理 的 にはそうである。ウェー

バーも,し ばしば(1)の意味で 「ゲマ インデ」の概念 を用いている。 しかし,彼

は,ギ リシァの ポ リスや ロー マの初期の同盟市のような ・他の包括的な政治団

体(国 家)に 下属す ることのない ・む しろそれ自体が 「国家」であるような団

体をも,「 ゲマイ ンデ」の概 念で把 えている。(注10)の 訳書27ペ ー ジの訳者 の

解説 に よる)。
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